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放送標準語の成立とその背景
――耳のコトバの確立まで――












































































































































































































端 ハシ ハジ は俗語的用法
紛失 フンジツ ×フンシツ
難しい ムズカシイ ×ムツカシイ
夕方 ユーカタ
ユウガタ
当時どのような言葉にゆれがあったかのほんの一端を示したが、当時
の「普通の発音」と現在のそれとの違いをみることができて、興味深い。
読みのゆれについては、その後現在に至るまで委員会で審議を続けら
れ、放送での取り扱いを決めてきたが、戦後の昭和３４年３月の委員会で
は、「ゆれ」のあることばの読みを決めるにあたって考慮すべき点とし
て、次の４項目を示している。
１ その語がどの程度一般に用いられるものであるか（使用頻度）
２ 伝統的な読みが一定していたのが、比較的最近にゆれが生じたのか、
それとも相当以前からゆれが見られたのか（ゆれの発生時期）。
３ 現在のゆれの状態はどうか。どちらかに大きくかたよっているか、
それとも相半ばしているのか（固定の程度）。
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４ 共通語の発音（話し言葉）として、どちらがより望ましいか（語感、
規範、論理、意味の識別、学校教育との関連、方言との関連、その他）。
上記の４項目は、「発音のゆれ」についての基本的な考え方を示すも
のであり、以後、「発音のゆれ」の審議の際の指針とされてきた。
ニュース用語の改善
このような方針に沿って全国に共通理解の得られる「耳のことば」の
建設という目標が定まり、具体的放送の実例について審議を進めていっ
たが、その中心にあるものは、ニュースの中の言葉の使い方であった。
昭和９年ごろのラジオニュースは、素材が通信社から送られてきていた
ので、漢語による、堅い表現や聞き取りにくい言葉が多く、これを耳だ
けで理解できる言葉に置き換えることに、まず注意が払われた。
その一例として昭和９年８月３日のニュースの一節を挙げる。
アメリカ国務長官コーデル・ハル氏はドイツ大統領ヒンデンブルグ
元帥の訃報に接しまするや直ちに懇篤な弔電を発し、世界が今
や最も傑出した人物の一人を失ったことを深く痛惜せざるを得
ない旨を述べて鄭重な哀悼の意を表しました。
下線の部分の言い換え案は次のようになっている。逝去の報に接す
ると、ねんごろな、秀でた、痛ましく思う、悲しまずにはおられ
ない、くやみ（？）、あらわしました。（？）。
とに？のマークがあるのは、ここはもっと工夫の余地があるとい
うことのようである。もとより、部分的な言い換えだけでなく、文章全
体について表現をどうすれば分かりやすなるかの検討があった。
昭和９年ごろの委員会での検討の用例をもう少し挙げてみよう。
（１） 気象通報で「降りましょう」と「降るでしょう」と両方の言葉が
使われているが、気象台では意識して使い分けているのか。
（２） 専門用語で、囲碁の「手合」を、素人の間では「テアワセ」とい
うが、専門家の用語としては「テアイ」という。専門用語をどこまで
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とり入れるべきか。
（３） 方言のうちには「捨てる」と「捨つる」、「死ぬ」と「死ぬる」な
どの区別がある。東京の言葉で「カントー」というのを九州やその他
の地方では「クヮントー」という。この「カ」と「クヮ」の区別など
も地方放送局の立場を考えに入れると軽々しくどちらかの一つに決め
ることはどうか。
（４）「帰還・既刊」「帰京・帰郷」などの同音語をどう整理するか。「目
のことば」ということをしばらく忘れて「耳のことば」としての立場
から日本語を考え直していく必要があるのではないか。
（５） お茶を飲ませる家のことを「キッチャテン」という人と「キッサ
テン」という人がある。また「ビルディング」か「ビルデング」か、
放送用語としてはどれを採用するか。
以上は委員会での検討の例だが、日常の話し言葉としては、あまり気
にかけないか、どちらでもいいような言葉遣いや発音でも、一方的に聞
こえてくる放送の言葉に対しては、人々は無意識のうちに批判者として
の立場を強くして聞いている。
それはまた、聴取者が潜在的に、放送の言葉に一つの標準を確かめよ
うとする意識が働いていたとも思われる。放送の言葉は、そのような聴
取者の要求に答えるべく、正しく、分かりやすく、更に、美しい語感を
求めて検討を続けてきた。
今回は、放送標準語の確立を目指して、放送初期における日本放送協
会の様々な取り組みを中心に記述したが、昭和１０年代に入ると、時代は
いよいよ戦時体制になる。この時期でも、放送の言葉の改善は営々と続
けられ、各種の部内資料が整備された。
昭和１５年に「アナンウンス読本」が刊行され、以後、「ニュースの書
き方」「アクセント辞典」「敬語の用法」などが続々と作成された。
次回は、戦中から戦後のラジオ時代、そして新たなテレビ時代を迎え
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ての放送用語の改善の軌跡を辿っていきたい。
［注］
（１） 本稿では、表題に「放送標準語」という呼称を使ったが、「放送の言葉」と
は、「電波という媒体を使って、不特定多数の人々を対象に、一方的に流される音
声言語（話し言葉）」と解釈し、その「標準」という意味で「放送標準語」という
語を使用した。
ところで、かつてアナウンサーが使うことばは「標準語」と呼ばれていた。昭和
３４年に作られた NHKの国内番組基準には、「放送のことばは、原則として、標準語
による」とあった。この文言が書かれたころは、戦前から使われていた「標準語」
のほうが通りがよかったのである。しかし、近年、「標準語」に代えて、学校教科
書や言語学などの専門分野では、「共通語」という語を使用し、放送でも現在、放
送で使われる言葉は「全国共通語」と呼称している。
「標準語」という語が使われなくなった背景には、１つには、方言撲滅を目指し
た戦前の国の標準語普及政策の行き過ぎから、「標準語」という言葉に権威主義的
な意味合いを感じ反発を感じる人が少なくないこと、また、１つには、現実に存在
している言葉は、「標準語」という名称から人々が期待するかもしれないような、
内容的に充実したものではないこと、などが挙げられる。
NHKは、平成７年に改訂された国内番組基準で、「放送のことばは、原則として、
共通語によるものとし、必要により方言を用いる」と修正した。全国的に共通語の
普及が進むなかで、放送の出演者も多様化し、かつてのように視聴者から、厳しく
言葉の規範性が期待され求められた時代から、方言も含めた放送の言葉の多様性が
許容される時代となってきたのが、その背景にある。
（２） 昭和９年までは、アナウンサーの採用は、AK（東京）、BK（大阪）、CK（名
古屋）で地域ごとに採用した。前職も会社員、教員、新聞記者など様々な職種から
転職した人が多く、発音や発声訓練などを組織的に研修する制度は確立されていな
かった。大正１４年１０月の『日刊ラジオ新聞』には、「アナウンサーの国なまり」と
いう投書が寄せられている。
「東京放送局のアナウンサー諸君の田舎っぺいことばには困ったもんだ。『こづら
は東京放送局であります』じゃ東京放送局の名前にそむくもんだ。これはぜひとも
すっきりした歯切れのよい東京弁で願ひたい。もともと田舎なまりの人に江戸っ子
弁を使へといった所で無理な注文だらうから、せめて絶句したり、言い間違えたり、
まごついたりするだけは注意してもらひたい」
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さらに、「プロよ、アナよ」と題した次のような投書もあった。
「全国に歯切れのいい東京弁を聞かせてやることは、やがてズーズー弁や、オキ
ャーセ弁などを統一して国民の言語をして真に共通ならしめることだ。しかるにア
ナウンサーことばは、一、二を除いて山出しそのものだ。演芸放送の際のアナウン
スは江戸っ子弁の所有者をあててもらひたい。いちばん変なのはアクセントとガギ
グゲゴの発音だ。この濁音が文句の間にはさまるときは鼻へかかって出なくてはい
けない。いかにも粗雑で江戸情緒が浮かんでこない。こんなことを言ったら東京弁
ばかりが日本語ではないと異論がでるだらうが、とにかく東京語は何人が聞いても
さして聞き悪いことはなく、語呂も気持ちの悪い点が少ない。標準日本語にしても
いい。しかるに近来、子どもが妙なアクセント、濁音を使っているのはアナウンサー
のせいだらう」
（３）実際には、東京の「山の手」に住む、教養ある社会層の人たちのことば（い
わゆる「山の手ことば」）を土台にした東京語である。当時の「山の手」は東京の
旧市街（現在の文京区、豊島区、新宿区、港区など）の一部である。
放送の「共通用語」を選ぶにあたっては、東京方言の一つである、いわゆる「下
町ことば」（職人たちが使う「べランメー口調」や「ヒ」と「シ」の混同、「～しち
ゃった」、「落っこちる」といった言い方など）が除外された。また、「山の手こと
ば」の「ざあます言葉」も除外された。
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